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我
わ

っ達
たー

めー言
く

葉
ば

    澤岻弥生（石垣市） 

 

 我
わ

んねー、七年前
しちにんめー

に大阪
おーさか

からっ来
ち

、沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ嫁
ゆみ

成
な

とーいびーん。 

くさ方
かた

てー、澤
たく

岻
し

ぬめーや、沖縄
うちなー

口
ぐち

さーに御
う

話
はなし

さびーく、家
やー

人
にん

衆
じゅ

ぬ御
う

話
はなしぇ

ー、沖縄口
うちなーぐち

大和
やま

口
ぐち

使
ちか

とーいびーたん
 

。 

我
わ

んねー、嫁
ゆみ

成
な

ちゃーけー、大和
やま

口
ぐち

っし御
う

話
はなしぇ

ー、

成
な

いびーたる。沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ分
わ

からんたく、なー、い

っぺー手
ー

はごーさいびーたん。あんし、めー、肝
ちむ

ぬゆちゃーゆる如
ぐ

っし御
う

話
はなし

しー欲
ぶ

さぬ、沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

い

始
はじ

みやびたん。 

那
なー

覇


なかいある「沖縄
うちなー

口
ぐち

サークル・チーム琉 球
りゅーきゅー

」

んかい入
い

っち、勉
びん

強
ちょー

そーいびーん
 

。 

うぬ会
い

、國
くに

吉
よし

眞
しん

正
しょー

さぬんかい御


行
ー

逢
ちぇー

拝
が

、

うん人
ちゅ

が、声
ー

ぬ出


じゃし様
よー

から文法
ぶんぽー

んでー、分
わ

かい易
やっ

さる如
ぐ

っし習
なら

ーち呉


みしぇーいびーん。諸
むる

受
う

き取


い

る為
たみ

ねー、時
ち

ぬかかゆしが、呑
ぬ

み込
く

むしぇー、たった

益
ま

し成
な

来
ち

ょーいびーん。又
また

、分
わ

からん所
くる

ぬあいね

ー、問
ー

やびーしが、ちゃー丁寧
ーにー

に返答
んとー

しみしぇーい

びーん
 

。 

我
わ

んねー、國
くに

吉
よし

さぬんかい心
くくる

からにーうんぬきや

びーん
 

。 

 沖
うち

縄
なー

口
ぐち

受
う

き取


いる為
たみ

に、気
ち

張
ば

とーいびーしが、我
わ

ん

エピソード二
たー

ちびけーんうんぬきやびら。 

（１）あんし嬉
うっ

さらー、なーん。 

今
なま

ぬ沖縄
うちなー

てー、嬉
うっ

さっし喜
ゆるく

どーる様
よー

子
しぇ

ー、『ウ

ッサスル。』ん言
い

ちょーいびーん。 

『昨日からウッサしてからさぁー。』ん言
く

葉
ば

遣
ぢけ

ーさ

びーん。『昨日からウキウキしているよ。』ん言


るち

むえーやいびーん
 

。 

あんし、我
わ

んねー、『ウッサ。』ん言


しぇー、『嬉
うっ

さ

ん。』覚
うび

とーいびーたん。 

 ある時
ち

ぬ事
く

やいびーん。 

我
わ

っ達
たー

めーや、腕
う

ぬ骨
ふに

折
ー

医者
い さ

ぬ屋
やー

かい入
い

っち無
ね

ーやびらん。我
わ

んねー、頓
ん

着
じゃく

っし物
むぬ

うさぎゆる如
ぐ

成
な

いびたん
 

。 

うさが、なー、ーくる半
なか

ら成
な

たる時
じ

分
ぶん

に、うぬ

めーや、「なー、ウッサ。」ん言
い

みしぇーいびーたん
 

。 

我
わ

んねー、『ウッサ。』ん言


しぇー、『嬉
うっ

さん。』覚
うび

とーいびーく、めーや、我
わ

んが御
う

ぶんうさぎとー

しぇー、『嬉
うっ

さそーみしぇーさやー。』ん思
うむ

、「あ

んし嬉
うっ

さそーみしぇーらー、なーんうさがみそーれ

ー。」ん言
い

ち、御
う

ぶん口
くち

んかいばんない入
い

りやびた

ん。あんさく、うぬめーや、口
くち

ぬ満
み

っちゃかーん

御
う

ぶんぬ入
い

っち、大声
うふー

さーに「なー、ウッサ。」「なー、

ウッサ。」ん言
い

ち無
ね

ーやびらん。 

うぬめーや、大声
うふー

さーに幾
いく

回
けーぬ

ん言
い

みしぇーく、

いっぺー嬉
うっ

ささやーん思
うむ

やびたん。 

後
あ

ぬうじゅめー、うぬめーや、わじが居


たら我
わ

ん

にんかい「もうおしまいってことだよ。（怒）」ん、

大和
やま

口
ぐち

さーに言
い

みしぇーいびーたん。 

此
く

ぬ如
ぐと

ーる場
ばー

ねー、「ウッサ。」ん言


しぇー、大和
やま

口
ぐち

さーに「それだけ。」ん言


るちむえー成
な

とーいび

ーんやー。「なー」ん言


しぇー、大和
やま

口
ぐち

さーに「も

う」ん言


るちむえーやいびーん
 

やー。 

あんすく、めーや
 

、「なー、ウッサ（もうそれだ

け）。」やん言


る、ちむえーやいびーてーさやー。 

めー、御
ぐ

無
ぶ

礼
りー

さびたん。くねー呉


みそーりよー。 

（２）魂
たまし

込
く

み。 

 沖縄
うちなー

てー、く驚
うる

ちーねー、『タマシヌギタン。』

言


びーしぇーやー。うりから、大和
やま

口
ぐち

ぬ『心無い。』

んかえー、沖縄
うちなー

口
ぐち

さーねー、『タマシヌネーラン。』

言


びーしぇーや
 

ー。 

あんすく、我
わ

んねー、此
く

ぬ『タマシ。』ん言


しぇ

ー、大和
やま

口
ぐち

さーに「魂。」又
また

「注意し思慮する心。」ん
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言


るちむえーやるん思
うむ

とーいびーたん
 

。 

此
く

ぬ頃
ぐる

んし、石垣
いしがち

、沖縄
うちなー

からめんそーちょー

る知
し

り合
え

ーぬめー御


行
ー

逢
ちぇー

さび、ゆ
 

んたくはん

たくそーいびーたん。うぬめーや、「はい、ワンタ

マシ」ん言
い

みそーち、持
む

っちょーたるくにぶ我
わ

んに

んかい呉


みしぇーいびーたん
 

。 

我
わ

んねー、るまさぬ何
ぬー

んち、『ワンタマシ。』ん言
い

みしぇーいびーがやー。『蜜柑がおばあちゃんの

魂？？』ん言


しぇー、何
ぬー

やがやー。 

うぬめー真
ま

心
ぐくる

んかい肝
ちむ

打
う

たったる我
わ

んねー、「おば

あちゃんの魂と同じくらい大切な蜜柑をありがと

う。」ん言


びたく、なー、しちりーり笑
わら

ーりや

びたん。 

あんし、『タマシ。』ん言


しぇー、「取り分。持ち分。」

ん言


る、ちむえーやんどーやーんち、うぬめー

が習
なら

ーち呉


みしぇーいびーたん
 

。 

 うぬ後
あ

、いー書
す

物
むち

調
しら

び見
んー

じゃびたしが、『タマ

シ。』ん言


しぇー、『魂。』ぬ他
ふか

に『取り分。持ち分。』

ん言


る、ちむえーぬある風
ふー

儀
じ

やいびーん。 

うぬめーや、蜜
み

柑
かの

ー『魂。』やあらん如
ぐ

、『我
わ

ん分
わ

き

分
ぶん

。』ん言
い

ち、我
わ

んにんかい分
わ

き呉


たる場
ばー

やい

びーたる。『タマシ。』ん言


しぇー、なー銘銘
めーめー

んかい、

分
わ

き分
ぶん

ぬ呉


らっとーんぬ御
う

話
はなし

ぬある風
ふー

儀
じ

やいび

ーん
 

。又
また

、一
ー

ちぇー、沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ勉
びん

強
ちょー

成
な

いびたん。 

此
く

ぬ二
たー

ちぬエピソードー、ちゃーやいびーたがやー。 

やっかっ、い小
ー

や、我
わ

んねー、めー沖縄
うちなー

口
ぐち

さーに御
う

話
はなし

ぬ成
な

いん思
うむ

とーたるむんぬ、去
く

年
じゅ

、く

さ方
かた

ぬ澤
たく

岻
し

ぬめーや、此
く

ぬ世
ゆー

失
うしな

みしぇーいびー

たん。 

 なー、我
わ

んにんかえー、沖縄
うちなー

口
ぐち

ん言


しぇー、

めー大切
てーしち

な言
く

葉
ば

んやい、うぬ言
く

葉
ば

ぬ一
ちゅ

言
く

葉
ば

一
ちゅ

言
く

葉
ば

な

かえー、めー情
じょー

愛
えー

ぬあ、肝
ちむ

んかい残
ぬく

とーる色々
いるいる

な事
く

思
うび

出


じゃさびーん
 

。 

 此
く

りからー、孫
まが

ぬ嫁
ゆみ

成
な

たる我
わ

んいっぺー愛
かな

さっし

呉


みそーちゃるめーんかい、にーうんぬき、

沖縄
うちなー

口
ぐち

なーん勉
びん

強
ちょー

っし行
い

けーやーん思
うむ

とーい

びーん
 

。 

（終
う

わい） 

 

沖
うち

縄
なー

口
ぐち

習
なら

たるうじゅみ(1
いち

) 

笹本美恵（小金井市） 

 

 我
わ

んねー、東
とー

京
ちょー

生


まりやびたん。 

我
わ

っ達
たー

たんめー達
たー

や、仕
し

事
ぐ

ぬ関
かか

わいっし、田舎
いなか

から東
とー

京
ちょー

かい来
ち

ゃーびたん。 

あんし、あやーん、たーりーん、なー銘銘
めーめー

ぬ田舎
いなか



暮
く

らちょーいびーたん。 

あやーん、たーりーん、小
しょー

学
がっ

校
こー

から高校
こーこー

ま田舎
いなか

な

かい居


いびーたしが、上
ー

ぬ学校
がっこー

かい行
い

ちゅんち、

東京
とーちょー

かい来
ち

ゃーびたん
 

。 

上
ー

ぬ学校
がっこー

ん終
う

わ、仕
し

事
ぐ

歩
あっ

ち、あやーや、東
とー

京
ちょー



夫


持
む

っち、うぬまま東
とー

京
ちょー

、暮
く

らする如
ぐ

成
な

いびた

ん
 

。 

あんすく、我
わ

っ達
たー

二
た

人
い

ぬ親
うや

ー、田舎
いなか

ぬ言
く

葉
ば

ん、じ

ょーま言
く

葉
ば

んあんすか上
じょー

手
じぇ

ーあいびらん。 

田舎
いなか

てー、我
わ

っ達
たー

二
た

人
い

ぬ親
うや

ー、めー、たんめー、

うりからーかぬ達
ちゃー

ぬ御
う

話
はなしぇ

ー、聞
ち

ちゆーさびーし

が、御
う

話
はなし

すしぇー、難
むちか

さんぬ事
く

やいびーん。 

又
また

東
とー

京
ちょー

ん、じょーま言
く

葉
ば

さーに御
う

話
はなし

すしぇー、

すっーちゃる為
し

枯
か

らしぬある風
ふー

儀
じ

やいびーん。 

あんし、二
た

人
い

ぬ親
うや

ー、ーぬ童
わらび

ん達
ちゃー

んかえー、

ぬ如
ぐ

難
なん

儀
じ

くん儀
じ

しみー欲
ぶ

しこー無
ね

ーんが思
うむ

とーた

ら、我
わ

んねー、言
く

葉
ば

遣
じけ

ーや、いっぺー躾
しち

きらりやび

たん。 

 やいびーしが、我
わ

んにんかえー、めー、たんめー

達
たー

が、田舎
いなか

言
く

葉
ば

さーに御
う

話
はなし

聞
ち

かち呉


みしぇーる昔
んかし
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物
むぬ

語
がたい

んでーや、いっぺーーりきさんあい、肝
ちむ

引


ち

寄
ゆ

しーる力
ちから

ぬあ、じょーま言
く

葉
ば

とー、変
か

わとーる

言
く

葉
ば

遣
ぢけ

ーやいびーく、すーみぬあいびーたん。 

他
ふか

ぬ田舎
いなか

ぬいなし、昔
んかし

物
むぬ

語
がたい

んでーやん、じょ

ーま言
く

葉
ば

さーに書
か

かっとーるむんやか、まぬ田舎
いなか

言
く

葉
ば

さーに書
か

かっとーしが、いっぺーすーみぬあいび

ーたる。 

ちむえーや、しっか分
わ

かいるむのー、あいびらんし

が、言
く

葉
ば

ぬ持
む

っちょーるニュアンス、響
びち

ぬ宜
ゆた

さぬ楽
たぬ

しどーいびーたん。 

 何
ぬー

んち沖
うち

縄
なー

口
ぐち

習
なら

とーがん言


る事
く

にちー、うん

ぬきやびら。 

前
めー

ぬ会
い

長
ちょー

やみしぇーたる城
ぐしく

間
ま

朝
ちょー

昌
しょー

さんが、日
に

本
ほん

経済
けいざい

新聞
しんぶん

ぬ文
ぶん

化
か

欄
らん

なかい「沖
おき

縄
なわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」ぬ働
はたら

ち

にちー、載
ぬ

してーいびーたん。 

我
わ

んねー、うり読
ゆ

、うぬ会
い

んかい、ぬばがいびたん。 

すーみぬあるっ人
ちょ

ー、誰
たー

やんめんそーれーん言
い

ち、

書
か

かっとーいびーたん。 

あんすく、我
わ

んねー、初
はじ

み行
い

ちゅる所
くる

やいび

ーたしが、電
でん

話
わ

ん掛
か

きらん如
ぐ

、直
し

ぐあったにうぬ「沖
おき

縄
なわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」ぬ会
い

場
じょー

ぬあたる那覇
な は

市
し

東
とー

京
きょー

事
じ

務
む

所
しょ

かい押
う

し掛
か

き訪
たじ

にやびたん。 

今
なま

から考
かんげ

ーいねー、赤
あか

面
じらー

成
な

いるあたい、いっぺー恥
は

じかさる事
く

やいびーたん。 

うんにーねー、城
ぐしく

間
ま

朝
ちょー

昌
しょー

さん、山
やま

路
じ

安
あん

清
せい

さん、船
ふな

津
つ

好
よし

明
あき

さん、仲
なか

真
ま

恒
つね

子
こ

さん、うりから仲
なか

井
い

真
ま

格
いたる

さん

達
たー

が、あぬーくぬーそーる女
ゐなぐ

ん子


、いっぺー丁寧
ーにー

に

迎
んけー

呉


みしぇーいびーたん
 

。 

なー、いっぺー嬉
うっ

さんあい、語
かた

ら呉


みそーち、うぬ

恩
ん

義
じぇ

ー、今
なま

やん忘
わし

ららん、有
あり

難
がて

ー事
く

やん思
うむ

とー

いびーん。 

 我
わ

んねー、童
わらび

そーいに見
んー

ちゃる忘
わし

ららん「日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

」ぬあいびーん
 

。 

めー、たんめー達
たー

家
やー

ぬ奥
うーく

ぬ座
じゃー

や、童
わらび

ん達
ちゃー

が、

使
ちか

とーたる座
じゃー

やいびーしが、捨ららん何
ぬー

やーー

やーぬ道
どー

具
ぐ

ひょーぐ入
い

っ、平
ー

生
じー

や、さーし入
い

って

ーいびーたん。 

何
ぬー

がなんる場
ばー

に、あやーが、うぬ座
じゃー

かい入
い

っち行


じゃく、我
わ

んねー、くさーから追
うー

行
い

ちゃびたん。 

うぬ座
じゃー

ぬ片
かた

隅
しみ

なかい掛
か

きらっとーる「日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

」

やいびーる
 

。 

うぬ「日
に

本
ほん

地図
ち ず

」見
んー

ちゃれー、沖縄
うちなー

や、入
い

っちぇー居


いびらんたん。一番
いちばん

南
ー

むてー、与論
ゆんぬ

やいびーたる。 

なーん南
ー

むなかえー、何
ぬー

ん無
ね

ーやびらんたん。 

我
わ

んが小
しょー

学
がっ

校
こー

歩
あっ

ちゅるまんぐるからー、沖縄
うちなー

や、

大和
やま

んかい帰
けー

とーいびーたく、学校
がっこー

習
なら

いる書
す

物
むち

なかえー、沖縄
うちなー

ん、「日
に

本
ほん

地図
ち ず

」なかいしかっ入
い

っちょーいびーたん。 

座
じゃー

なかい掛
か

きらっとーたるうぬ「日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

」なかえ

ー、沖縄
うちなー

や、何
ぬー

んち無
ね

ーんがやー。何
ぬー

ぬあ、かん成
な

たがやーんち、我
わ

んねー、いっぺー肝
ちむ

掛
が

きとーいびー

たん。 

日
ー

んかい焼
や

き、色
いる

抜
ぬ

ぎとーる「日
に

本
ほん

地図
ち ず

」やい

びーたしが、うさーりーる思いやいびーたん。 

此
く

ぬ如
ぐと

ーる事
く

ぬあ、我
わ

んねー、童
わらび

ながら他
ふか

ぬ

田舎
いなか

んかい思
うむ

い寄
ゆ

し、いっぺー珍
みじら

さあく、す

ーみぬあ、たった沖縄
うちなー

ぬ事
く

んかいちゃーさりー

る如
ぐ

成
な

いびたん。 

家
やー

人
にん

衆
じゅ

まじゅーん沖縄
うちなー

かい行
い

ちゅんる事
くと

ー、無
ね

ーやびらんたく、精
しー

一杯
いっぺー

、図
と

書
しょ

館
かん

、読
ゆ

まりー

る書
す

物
むち

読
ゆ

どーいびーたる。 

やいびーしが、我
わ

んねー、学校
がっこー

ん終
う

わ、仕
し

事
ぐ

歩
あっ

ち

ゅるまんぐるからー、東
とー

京
ちょー

神
かん

田
だ

ぬ古
ふる

書
す

物
むち

屋
やー

、書
す

物
むち

めーたい、又
また

、うんにーねー、沖縄
うちなー

ブーム成
な

と

ーたく、沖縄
うちなー

音楽
おんがく

ぬＣＤ買
こー

、うり聴
ち

ちょーいび

ーたん。 
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あんし、沖縄
うちなー

ぬ文
ぶん

化


、習
なれ

ー、うりから言
く

葉
ば

遣
ぢけ

ーんで

ーんかい、ゆくんすーみぬあいびたん。 

うぬ頃
くる

、新聞
しんぶぬ

んかい載
ぬ

しらっとーたる城
ぐしく

間
ま

朝
ちょー

昌
しょー

さ

んぬ記事
き じ

拝
が

まびたん。 

（続
ちぢ

ちゅん） 

 

会報に出てきた語句の説明 

・めー：おばあさん。祖母。 

・くさ方
かた

：夫のかた。嫁入りの先の方。 

・嫁
ゆみ

成
な

ちゃーき：嫁になってすぐ。 

・沖縄
うちなー

口
ぐち

さーに：うちなーぐちで。 

・いっぺー：たいそう。非常に。たいへん。 

・手
ー

はごーさん：はがゆい。もどかしい。 

・肝
ちむ

ぬゆちゃーゆん：心が合う。気が合う。 

・御行逢
ーちぇー

拝
が

むん：お会いする。拝顔する。 

・文法
ぶんぽー

んでー：文法など。 

・たった：次第に。 

・たった益
ま

し成
な

ゆん：だんだん良くなる。 

・ちゃー：いつも。 

・にー：ありがたく思うこと。感謝すること。 

・うんぬきゆん：申し上げる。目上に言うことの敬語。 

・びけーん：ばかり。 

・なーん：もっと。さらに。 

・ちむえー：意味。わけ。 

・頓着
んぢゃく

：取扱い。看病。 

・うさぎゆん：差し上げる。 

・うさがゆん：召し上がる。 

・ーくる：おおよそ。大方。大体。 

・御
う

ぶん：ご飯。 

・ばんない：どんどん。勢いがよいさま。 

・あんさく：そうしたら。 

・満
み

っちゃかーん：いっぱい。満ちているさま。 

・後
あ

ぬうじゅめー：あげくの果ては。結局は。 

・わじゆん：沸く。腹を立てる。 

・あんすく：それだから。だから。 

・くねーゆん：こらえる。仲直りする。 

・く：あんまり。ひどく。 

・めんしぇーん：いらっしゃる。おいでになる。いる・

行く・来るの敬語。 

・めんそーちょーるめー：いらっしゃっているおば

あさん。 

・ゆんたくはんたく：むやみにしゃべるさま。 

・くにぶ：オレンジ類の総称。蜜柑など。 

・るまさん：不思議である。 

・肝
ちむ

打
う

たりゆん：心を打たれる。 

・しちりーり笑
わら

ゆん：腹を抱えて笑う。 

・いー：少しは。 

・なー銘銘
めーめー

：銘銘。各自。 

・やっかっ：やっと。ようやく。 

・い小
ー

：ほんの少し。 

・うじゅみ：はずみ。機会。きっかけ。 

・たんめー：祖父。 

・あやー：母。おかあさん。 

・たーりー：父。お父さん。 

・じょーま：規格。標準。 

・じょーま言
く

葉
ば

：標準の言葉。 

・あんすか：それほど。 

・ーかぬ達
ちゃー

：親戚たち。 

・～ゆーすん：～することができる。 

・聞
ち

ちゆーさびーん：聞くことができます。 

・すっーすん：困る。 

・すっーちゃる為
し

枯
か

らし：困った経験。 

・ーぬ童
わらび

ん達
ちゃー

：自分の子供たち。 

・ぬ如
ぐ

：同じように。同様に。 

・難
なん

儀
じ

くん儀
じ

：たくさんの難儀。多くの苦労。 

・ーりきさん：面白い。楽しい。 
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・すーみ：興味。 

・いなし：伝説。又、教訓的な話。説話。 

・しかっ：しっかと。しっかりと。 

・ぬばがゆん：ちょっと覗く。ちょっと顔を出す。 

・あったに：にわかに。不意に。いきなり。 

・あたい：くらい。ほど。 

・うんにーねー：そのおりには。その時には。 

・あぬーくぬーすん：しどろもどろになる。 

・語
かた

らゆん：仲間に入れる。味方に引き入れる。 

・何
ぬー

やーーやー：何やかや。 

・道
どー

具
ぐ

ひょーぐ：あらゆる道具。道具一切。 

・さーし：錠。 

・くさー：後ろ。背後。 

・南
ー

む：南の方。 

・まんぐる：頃。おおよその時を示す。 

・肝
ちむ

掛
が

きゆん：心掛ける。 

・うさーりゆん：圧倒される。 

・ちゃーさりゆん：引き合わせられる。よい運命に

引き合わせられる。 

・まじゅーん：一緒（に）。共（に）。 

・めーゆん：拾う。求める。 

・習
なれ

ー：習わし。習慣。 

・ゆくん：さらに。なお。 

 

＊本文では、語句は活用されているのもありますので、

ここに示しました語句とは必ずしも一致しており

ません。 

 

参考文献 

・沖縄語辞典「国立国語研究所」 

・沖縄語辞典 内間直仁・野原光義 編著 

・Okinawan-English Wordbook  MitsuguSakihara 

「University of Hawaii Press」 

・広辞苑「岩波書店」 

・新公用文用字用語例集 

「内閣総理大臣官房総務課監修」 

事務局から 

 
澤岻弥生さん、ほんとにすばらしい経験を文にされま

したね。編集するとき何度も腹を抱えました。 
今、ご主人の転勤先の石垣市で暮らしておられますが、

石垣市でも面白い経験をされましたね。こういうユーモ

アのあるお話をまた書いてくださいね。 
やっと、おばあちゃんとうちなーぐちでお話ができるよ

うになったのに、おばあちゃんは天国へ旅立たれました。

しかし、きっと、どこかでうちなーぐちの勉強をしてい

る弥生さんを見守っていらっしゃると思います。 
 笹本美恵さんのうちなーぐちへの関心は、幼少のころ

の体験が、きっかけになっているようですね。その頃の

日本地図の影響は大きかったようです。 
文化や生活習慣、そして言葉遣いなどに興味をもたれ、

前会長の城間朝昌さんの新聞記事に出会いますね。とて

も不思議なよい運命に引き合わせられたのを感じました。

紙面の都合で次号に続けさせていただきます。 
 この会報を音読などの教材として使用される方がおら

れましたら、事務局へ連絡くださいませ。 
この会報は、「うちなーぐち」にご関心があれば、会員

以外の方でも投稿できます。 
原稿は趣旨を変えないで、手直しをする場合があります

ので、ご理解を賜りますようお願いします。そして大変

恐縮ですが、原稿料はお支払いできませんので、会報を

寄贈して薄謝に代えさせていただきます。 國吉（眞） 

沖縄語を話す会創立25周年記念パーティーから 

 2012年3月25日「品川区大崎シルバーセンター」 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う（音）、みー（夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、にーでーびる（有難うございます）

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や（宿）、ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[ ja]＊ ー（君、お前）、ん（言わない） 

 

や[ ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、ーだ（太陽）、ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[ ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[ ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ（筆）、ぬーー（喉）、きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[ jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[ jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[ wa]＊ ー（豚）、ーちち（天気） 

 

わ[ wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にんん（念願）、んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[ wi]＊ ー（上）、ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[ wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっー（咳）、ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[ we]＊ ーきー（金持ち）、んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[ we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[ N]＊  み（梅）、に（稲）、なじ（うなぎ）

 

ん[ N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな（港）

[kwe] ー（鍬）、からじー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[ i]＊  ん（縁）、だ（枝） 

 

い[ i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く）

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[ u]＊  （夫）、ーじ（さとうきび） 

 

う[ u]   う（音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー（那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[ e]＊△ ーま（八重山）、ーじ（八重洲） 

 

え[ e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、ー（いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[ o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[ o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方  []は声門破裂音のあること、[]は声門破裂音のないことを示す。     
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○い（鳥）、×    
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 


